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韓国経済と企業経営 
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  [略歴] 

• ソウル大学経営学部・同大学院卒業 

• 韓国公認会計士 

• 慶應ビジネススクール経営学博士 

• 名古屋商科大学助教授・筑波大学准教授など歴任 

[企業教育・諮問] 

• 日本 : 新日鉄・トヨタ・日産・キャノン・富士通・アサヒビール・花王・富士ゼロックス・ワールド・紀文食品など 

• 韓国 : 三星電子・三星電気・三星カード・現代自動車・SKテレコム・LG CNSなど 

  [著書] 

• CVS革新(有斐閣) 

• 最強企業のつくり方（ ユナイテッドブック） 



著書 



韓国経済の圧縮成長 
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 40年間持続的成長 
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日本モデルと代表選手論 
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日本企業からの支援と一番弟子 

会社名 設立年度 支援企業 

サムスン電子 1969 三洋/NEC 

LG電子 1958 アルプス電気 

現代自動車 1967 三菱自動車 

POSCO 1968 新日本製鐵 
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韓国企業のターニングポイント（１）: 1990年代 

 日本のバブル崩壊と失われた10年 

 韓国のIMF経済危機 

 日本からの決別とGlobal Standardへ 

 リストラと中途採用 

 実力主義と年棒制 

 MBOなど 
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 デジタル時代の到来 

 韓国企業の悩み：サンドイッチ論 

 付加価値はマーケティングから 
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韓国企業のターニングポイント（２） :1990年代 



付加価値はマーケティングで取る（１） 

  デジタル時代の悩み 

   広告プロモーションでマス市場を 

 現代自動車の例 

   １０年１０万マイル保証 

   １年内に失業した方には無償で引き取ります 

   １年分のガソリン代を無料で 

 トップ決済 

 三星は空港の荷車会社？ 
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付加価値はマーケティングで取る（２） 

 片平東大前教授の慨嘆 

 ブランド育成は経営者の仕事ではない 

   日本企業調査 

 日本企業調査：製品開発・営業・価格・広告・ブランド 

 ブランドは我が家の命 
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付加価値はマーケティングで取る（３） 

  ３Ｄ理論：Digital + Design = Dream 

   Design driven Company 

 デザインで復活したＫｉａ自動車 

 三星のデザイン専門学校 

   デザインで脱サンドイッチ 
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付加価値を川下で取る戦略 
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R&D 素材            組立            営業 MKT 
部品 機械                                    Brand デザイン 



韓国企業のターニングポイント（３）: 1990年代 

 グローバル化の波 

 新興国というブルーオーシャン 

 Ｂｒｉｃｓ市場等 

 日本企業を避け新興国へ 

 インド市場における三星とＬＧ 

 中近東における現代自動車 
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新興国での強み 

 海外嫌いと日航ホテル 

 ウォッシュレット効果 

 雁パパとアメリカ留学生数 

 小学生留学 

 地域専門家制度 

 TOEIC 920対 650 
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モンジュイック丘 

  バロセロナ・オリンピック（１９９２） 

 男子マラソン 

 黄永祚選手と森下広一選手 

  Ｕ１７女子サッカーワールドカップ 

 決勝の日韓戦 

 崔徳柱監督 

 後からの戦略 
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リーマンショックとIMF学習効果 

日米、前年同期対比成長率 



まだまだ 

 50年対200年、3社対10社 
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格差社会、韓国 
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外華内貧  
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国際的分業 
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R&D 素材            組立            営業 MKT 
部品 機械                                    Brand デザイン 



アジアのWin-Win関係 
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